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■ 要  旨 ■ 

桟橋ＲＣ上部工を適切に維持管理するには，劣化状態の把握もさることながら以後の劣化進行を的確に

予測することが重要となる。そこで本研究は，塩化物イオン浸透の予測モデルを用いた方法と確率論的手

法を融合した劣化進行予測手法を提案し，この手法の妥当性について検討した。複数回にわたって実施さ

れた既往調査事例によってこの手法を検証した結果，劣化予測の有効性が明らかになった。 

⑦遷移率の算定 

→調査実測値の劣化度分布と遷移確率（x0～xⅣ）から算出
した劣化度分布との偏差2乗和が最小となるαを求める。

  ①目視調査，打音 

②部材毎に劣化判定

③桟橋全体の劣化度

の割合を算定 

④対象構造物の設計

かぶり 

⑥各劣化期間T0～TⅣ
の比率算定 

⑤各劣化期間（潜伏期，進展期，劣化期，加

速期）の推定 
1)塩化物イオンの拡散予測 

 ・鉄筋発錆までの年数 

2)ひび割れ発錆までの年数 

3)鉄筋腐食減少率の予測

⑧算定した遷移率を用い今後の劣化

予測を行う。 
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＊コンクリート工学年次論
劣化予測結果（複数回

文集、Vol25、No.1、2003
劣化調査された桟橋での検証） 

 


